
第２０回全国中学校ヨット選手権大会 実施要項(レース公示)

  共同主催：全国中学校ヨット選手権大会連絡協議会
  第２０回全国中学校ヨット選手権大会実行委員会 香川県ヨット連盟

公 認 : (公財）日本セーリング連盟（2022-10）
  後  援 :高松市教育委員会 (公財)高松市スポーツ協会 四国新聞社 KSB 瀬戸内海放送

CMS ケーブルメディア四国 (公財)ブルーシー・アンド・グリーンランド財団
日本ＯＰ協会 日本シーホッパー協会

協  力 :Ｂ&Ｇ高松海洋クラブ 高松市瀬戸内漁業協同組合

略 語
[SP]は、レース委員会が審問無しに標準ペナルティーを適用することができる規則を意味する。レー
ス委員会は抗議することもでき、その場合は審問を経てプロテスト委員会の裁量でペナルティーが決
定する。これは規則 63.1 および付則 A5 を変更している。
[NP]は、この規則の違反は艇による抗議の根拠とはならないことを意味する。これは規則 60.1(a)を
変 更している。

  １ 期   日   
  （１） 開 会 式  令和４年７月２９日（金）      １６時００分～
  （２） 競   技    令和４年７月３０日（土）～３１日（日） ２日間
  （３） 閉 会 式    令和４年７月３１日（日）      １５時００分～

  ２ 会   場
  （１） 開 会 式    せとうちサスティナブルヨットハーバー（高松市ヨット競技場）
                〒760-0011 高松市浜ノ町 67-1 TEL 087－822－1668
    （２） 競   技    せとうちサスティナブルヨットハーバー沖合
  （３） 閉 会 式    せとうちサスティナブルヨットハーバー

  ３ 適 用 規 則
（１）本大会は、セーリング競技規則（以下ＲＲＳという）に定義された「規則」を適用する。
（２）付則Ｐを適用する。
（３）付則Ｔを適用する。

  ４ 競 技 種 目
    （１）ＯＰ級男女個人戦
  （２）ミニホッパー級男女個人戦
  （３）シーホッパー級ＳＲ男女個人戦

  （４）学校対抗団体戦
     ※団体戦は、参加中学校単位で、各種目における個人成績にもとづき集計した結果（後述第 12 項
   参照）によって中学校単位で競う。

  ５ 日   程
    （１）各日の予定は下記の通りとする。
    ７月２９日(金) 10:00～14:00 受 付（資格確認等）<クラブハウス１階>、計測<バース>
                     12:00～15:00 合同練習会（大会側で海上にマークを設置し練習レース実施）
                16:00    開会式<クラブハウス前> ①

16:15    競技運営説明会(監督・主将会議) <クラブハウス前> ②
                                                    

    ７月３０日(土) 8:50         ブリーフィング<クラブハウス前> ③
9:55      シーホッパー級ＳＲ 第 1 レース予告信号

                     10:00         ミニホッパー級 第 1 レース予告信号
                 10:05       ＯＰ級 第 1 レース予告信号
                        （引き続きレースを行う）
                    ※ 引き続きレースを実施する場合、艇に注意を喚起するために、予告信号の少な

くとも５分以前に、スタート信号艇に音響信号１声とともに「オレンジ旗」を
掲揚する。

17:00～   全国中学校ヨット選手権大会連絡協議会総会<クラブハウス２階>

    ７月３１日(日) 8:20         ブリーフィング<クラブハウス前> ④
9:25      シーホッパー級ＳＲその日最初の予告信号

                      9:30         ミニホッパー級その日最初の予告信号
                  9:35      ＯＰ級その日最初の予告信号
                             （引き続きレースを行う）

※最終日のレースの予告信号は、12:00 以降発せられることはない。                     
15:00      表彰式・閉会式<クラブハウス前> ⑤
※ ①～④の式典、説明会等への参加は、各校２名までとする。⑤は別途通知する。

    （２）１日に実施するレース数は、レース委員会の裁量によるものとする。



６ 責任の所在
      スタートするか、あるいはレースを継続するかどうかを決める責任は各艇にある。本大会の主催者

・関係各団体及びレース委員会は、本大会前、大会中又は大会後に受けた物的損傷又は個人の負傷
もしくは死亡に対する責任を否認する。また、万一、新型コロナウイルスに感染した場合も主催団
体は責任を負わない。

  ７ 参 加 資 格
（１）選手は、学校教育法第１条に規定する中学校に在籍する生徒であること。

（２）選手は、全国中学校ヨット選手権大会連絡協議会に加盟している学校の生徒であること。

（３）出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする。

（４）２０２２年度（公財）日本セーリング連盟の会員であること。

（５）前項（２）の条件を満たすことができないが、（１）（３）（４）の条件を満たし、かつ以

下の各号のいずれかの条件を満たすことができる場合は、主催者の承認をもって参加するこ

とができるものとする。

①過去５大会（第１５回大会以降）の全国中学校ヨット選手権大会に出場した学校の選手

②中四国地区の県に住み、選手所在地の県セーリング連盟の推薦がある選手

（６）参加選手は１艇につき２人まで登録できるものとする。なお、男女混合及び重複登録は認め

ない。

  ８ 新型コロナ感染症拡大防止についての参加条件 [NP][DP]
（１） 大会参加者は、来場前２４時間以内に、厚生労働省に承認された体外診断用医薬品（検査キ

ット）による抗原検査を実施し、その結果を健康チェックシートに記載すること。

（２） 大会参加者は、大会１週間前（７月２２日）から大会前日および大会期間中の健康状態を健

康チェックシートに記録し、事務局へ提出すること。（健康チェックシートの様式及び提出

方法は大会ホームページに掲載します。）

（３） 大会当日に以下の事項に該当する場合は、参加を認めない。

・発熱（３７.５度以上）や咳、喉の痛み等の症状がある方

・新型コロナウイルス陽性判定を受けている方、または陽性者の濃厚接触者

（４） 感染拡大防止のために主催者が定めたガイドラインを遵守し、主催者の指示に従うこと

※大会参加者とは、選手・監督・支援者のことを指します。

９ 参 加 料 および 弁 当 代
     （１）参加料   １艇 ６，０００円
  （２）弁当代   ７００円×希望者（選手・監督・支援者）×日数
     （３）支払方法   下記口座に７月１１日（月）までに振り込むこと。

百十四銀行 高松支店
口座名  ：全国中学校ヨット選手権大会実行委員会

             (ｾﾞﾝｺｸﾁｭｳｶﾞｯｺｳﾖｯﾄｾﾝｼｭｹﾝﾀｲｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ)
口座番号 ：普通 １４７８５７０

         なお、天候等の影響により大会が不成立となった場合や、申込を取り消す場合、７月２２日以
降は、原則として参加料、弁当代の返却は行わない。

10 参 加 申 込
（１） 参加者は、所定の申込書に参加・宿泊等の必要事項を記入し、７月４日(月)までに、下記の

事務局へメールにて送付すること。
（２） セール番号は参加申し込み時に登録する。なお、それ以降の変更は特別な理由がある場合

を除き認めない。

【参加・宿泊申込書送付先及び問い合わせ先】
  第20回全国中学校ヨット選手権大会実行委員会 事務局 旭 康一

E-mail : bgtakamatsu@mh.pikara.ne.jp

  11 計    測 [NP][DP]
    本大会では、長さ８ｍ、太さ６mm 以上のバウライン（OP 級は長さ８ｍ、太さ５mm 以上）、センター

ボードおよびマスト流出防止ロープを確認する。ただし、レース委員会が必要と判断した場合には、
各クラスルールに則り詳細な計測を実施することができるものとし、その場合、各参加者は、レース
委員会の指示に従わなければならない。

      ミニホッパー級のセールについては、ミニホッパー級の競技規則に基づいたヤマハ純正のセール
以外での出場も認める。（ただし、そのセールが純正セールとほぼ同規格であると認められる場合に
限られる。）



  12 レースの回数及び得点方式
     （１）２日間で６レースを予定するが、１レースの成立をもって大会成立する。
     （２）個人戦はＲＲＳ付則Ａ４の「低得点」方式を適用する。
     （３）艇の総得点は、すべてのレース（ただし４レース以上成立した場合は、その艇の最も悪い得点

を除外する）の得点合計とする。これは、ＲＲＳ付則Ａ２を変更するものである。
     （４）団体戦の得点方法は、以下のとおりとする。
        ① 団体参加得点
         ・５名以上参加したチームに１０点を与える。
         ・各クラスに参加したチームには５点を与える。（全クラスエントリーで１５点）
        ② 競技得点
           各クラス上位８名（男女別なく、総合成績）に以下に記す得点を与える。
           １位：１０点、２位：８点、３位：６点、４位：５点、･･･７位：２点、８位：１点
        ③ 得点集計方法
    中学校ごとに、団体参加得点と各クラス競技得点のうち各団体の最上位者の競技得点の総和     

で団体戦の得点を計算する。
    ④ 団体戦のタイ解消法
           得点の総和がタイになった場合は、参加得点の多い方を上位とする。また、それでもタイが     

解けない場合は、各クラスの総合順位の上位数の多いチームを上位とする。
        ⑤その他
    ・団体戦の表彰は、学校単位とする。

・団体戦は各クラスそれぞれ総合成績を基本とする。したがって男女分けはしない。

  13 帆 走 指 示 書
      帆走指示書は７月２２日までに大会ホームページ（https://kagawaken-yacht.jimdofree.com/）に掲載す

る。

  14 コ ー ス
      帆走するコースは、トライアングルコース、又はソーセージコースとする。

  15 表    彰
（１）各クラス男女個人戦の優勝者には大会主催者から優勝杯並びに賞状を授与する｡

    （２）各クラス男女個人戦の男女各６位までの入賞者には大会主催者から賞状を授与する。
     但し、シーホッパー級ＳＲ女子個人戦については、３位までを入賞者とし賞状を授与する。
    （３）団体戦優勝校には大会主催者から優勝杯並びに賞状を授与する。

     （４）団体戦の６位までの入賞校には大会主催者から賞状を授与する。                       

  16 安   全 [NP][DP]
      参加者は離岸から着岸までの間は有効な浮力を有する適切な救命具を着用しなければならない。
      （一時的に衣類を着脱する場合を除く）
   ミニホッパー級およびシーホッパー級ＳＲについては、マストトップに揚力を起こさない形状の

浮力体を取りつけても良い。浮力体は、コンディションにより、付けたり外したりしても良い。

  17 支 援 艇 [NP][DP]
（１） 支援艇とは大会運営艇以外で、飲食物の授受のみできるボートあるいはヨットを指す。

ただし主催団体の要請がある場合は、救助などの大会運営に参加すること。
           （救助のために定員の半数までの乗船数とする）
  （２）支援艇を持ち込む学校は事前に、開催地実行委員会に申請し許可を取らなければならない。

今大会におけるその他の情報

１ 大会全般にかかる事項
  （１）競技中の疾病傷害等の応急処置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。

  （２）参加者は健康保険証（コピーは不可）を持参すること。
（３）艇は原則として自艇又は自己の責任によって用意したものとする。

    （４）艇の搬入及び搬出は次の期間とする。
               搬 入  ７月２９日（金） ８：３０より
               搬 出    ７月３１日（日）１７：００まで
           ※大会開催期間７月２９日（金）から７月３１日（日）以外は、保管料・施設使用料が必要

となる。
（５）大会前の練習について、合同練習会以外は、主催者は一切の責任を負わない。

    （６）炎天下の大会なので、大会参加者はそれぞれ帽子や水分補給を忘れないこと。
    （７）宿泊・弁当について
     ・全国中学校ヨット選手権大会連絡協議会所属の選手・監督・支援者分の７月２９日、３０日

の２日間の宿泊は主催者側で斡旋する。
斡旋予定宿舎：ホテル川六エルステージ高松、銀星旅館
宿舎からヨットハーバーへの移動手段は、各自で手配すること。

             ※前泊、後泊が必要な場合は事前に相談すること。



        ・宿泊数は参加申込時に所定の用紙に必要事項を記入の上、申し込むこと。
・選手・監督・支援者分の７月２９日、３０日、３１日の３日間の昼食については主催者側で

斡旋する。
・昼食数は参加申込時に所定の用紙に必要事項を記入の上、申し込むこと。

         ・申し込み数、入宿日等の変更及び取り消しがある場合は、参加申込書送付先の事務局まで
E-mail ですみやかに連絡すること。

           ・ヨット競技場の駐車場には、６５台駐車可能ですが、満車の場合には、各自にて近隣の有料
駐車場を確保されるようお願いします。

  （８）全国大会に参加した場合に守るべき条件
        ・大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。
        ・全国大会参加に際しては、原則として責任ある当該校校長又は教員ないしこれに準じた者

が生徒を引率すること。
         ・また、万一の事故発生に備え、指導者・保護者を含め損害保険等に加入して万全の事故

対策を立てておくこと。
     ・大会で撮影した写真等の肖像権は主催者に帰属する旨を了承の上参加すること。
  （９）大会ＨＰ
     ・本大会の情報を、香川県ヨット連盟ＨＰ（https://kagawaken-yacht.jimdofree.com/）に

掲載する。
（１０）その他（参考情報）

・高松市ヨット競技場の職員常駐時間は 08:30-20:00 となっている。
原則として時間外の艇. 支援艇の搬入と搬出は出来ない。

・事前練習に際しては、高松市ヨット競技場の注意事項等を厳守すること。
・海上練習については日本シーホッパー協会が合同練習会を実施します。

マークを利用した練習を希望する場合は、その練習会に参加するか、エリア内のマークを利
用 してください。この海域では、海上保安部の許可なしにマークを設置することはできませ
ん。

     ・レースエリアにおいても漁船等との接近を避け、特に操業中の漁船及び網具はレース中であ
っても避けること。

２ レース運営にかかる事項

（１）本大会は密の回避、接触の低減の為に、公式掲示板の他に「LINE オープンチャット」を活用し

ます。

下記、全中第２０回大会LINEオープンチャットにご参加ください。

URL:https://line.me/ti/g2/JcGI84oQGUuz0cCkHgd5afiorwolJjXq5a0rFA?utm_source=invitation&utm_

medium=link_copy&utm_campaign=default

※ 全中第２０回大会LINEオープンチャットには、７月２２日までにご参加ください。

※ LINEオープンチャットで使用するプロフィール名は（学校名_名前）でお願いします。

プロフィール例：紫雲中_〇〇〇〇

※ LINEオープンチャットは、基本的には大会側からの発信用です。大会へ対する質問、

問い合わせは、大会事務局までメールで行うこととする。
E-mail : bgtakamatsu@mh.pikara.ne.jp

（２）新型コロナウイルスの感染状況によっては、参加者全体の安全を確保するために、大会を

中止、又は打ち切る場合があります。

（３）新型コロナ感染拡大予防の観点から、場合によっては参加をお断りすることがあります。

（４）天候に応じて個別（スキルを踏まえ危険と判断した場合）に出艇を見合わせるように指示する

ことがあります。


